
会員拡大特別委員会 事業報告 

Ⅰ．委員 

委 員 長 成田 昌樹   

副 委 員 長 森 真太郎 関 雄貴  

理事 伊藤 勇祐   

委員会メンバー 中山 龍樹 星崎 昭吾 井上 聖仁 

 佐藤 弘幸   

幹 事    

 

Ⅱ．委員会事業 

１． 京都会議 

２． 公開セミナー 

３． 名刺交換会 

４． 新入会員オリエンテーション 

５． 9月度セミナー 

６． 11月例会 

７． 東海シティーマラソン 

 

Ⅲ．委員会活動報告 

 事業名または活動内容 成     果 

１月 

 

 

会員拡大活動           

京都会議 

公開セミナー準備 

 

会員拡大活動を行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

京都会議の準備を行った。 

公開セミナーの準備・資料作成・講師打合せを行った。 

２月 会員拡大活動           

公開セミナー開催 

 

 

会員拡大活動を行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

公開セミナーを行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

 

 

３月 会員拡大活動           

名刺交換会開催 

オリエンテーション協議 

 

会員拡大活動を行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

名刺交換会を行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

オリエンテーションの準備・資料作成を行った。 

 ４月 会員拡大活動           

オリエンテーション開催 

公開セミナー収支決算事業報告書作

成 

会員拡大活動を行い、入会候補者を入会予定者とすることができた。 

オリエンテーションを行い入会予定者にJCについてを学んでもらった。 

公開セミナー収支決算報告書作成し、振り返り反省をした。 

 

５月 オリエンテーション開催 オリエンテーションを行いOBの方の体験談を聞きJCについてより深く学んだ。 

 ６月 オリエンテーション開催 

 

オリエンテーションを行い傾聴ボランティアでは奉仕の心を、座禅をくむ事で

精神修練ができ、リーダーとしての資質を学ぶことができた。 

 

公開セミナー収支決算報告書作成し、振り返り反省をした。 

 

７月 9月度セミナー協議 9月度セミナーの内容の確認、流れを確認して委員会で協議した。 

 ８月 9月度セミナー協議 

オリエンテーション収支決算報告書

作成 

9月度セミナーの内容の確認、流れを確認して委員会で協議した。 

オリエンテーション収支決算報告書作成し、振り返り反省をした。 

 

９月 9月度セミナー開催 

 

出向魅力報告では今後の出向者へ向けての良い機会になり、拡大セミナーでは

先輩からの拡大活動についての良い励みになった。 

 



１０月 入会案内書作成 

11月例会準備 

入会案内書の構成・内容を決め作成した。 

11月例会の準備・資料作成を行った。 

 
１１月 11月例会開催 

 

9 月度セミナー収支決算事業報告書

作成 

11月例会で、新入会員による手づくり例会を行った。経営者に必要な意思決定

能力を各々 現状を知り社業や地域に活かしていくことを学んだ。 

9月度セミナー収支決算報告書作成し、振り返り反省をした。 

 

１２月 東海シティーマラソン 

11月例会収支決算事業報告書作成 

事業報告書作成 

 

 

東海シティーマラソンの支援を行った。 

11月例会収支決算報告書作成し、振り返り反省をした。 

一年を振り返り、活動の総括ができた。 

  

Ⅳ．委員会決算報告 

単位；円 

事 業 名 予 算 決 算 

１． 公開セミナー 25,000 24,224 

２． 新入会員オリエンテーション 35,000 34,626 

３． セミナー 10,000 9,958 

４． 11月例会 20,000 19,700 

合 計 90,000 88,508 

 

Ⅴ．委員長所見 

   

副委員長 関 雄貴 

   

2015年度、堤光彦理事長より会員拡大特別委員会副委員長を仰せつかり心より感謝申し上げます。 

会員拡大の委員会配属が初めての事もあり、実践しながら学んでいく年となりました。拡大活動・議案作成・委員会の取りまとめ・

理事会での答弁などいろいろな役回りをこなすだけで手いっぱいでしたが、担当副理事長や委員会メンバーのサポートがあってこ

こまでこれたと思います。 

 会員の拡大は結果として 8 名の入会でしたが、東海青年会議所へ興味を持ち尽力してもらえる入会者になれたことは、本年度と

もに活動し11月例会を作り上げたことを見て実感しました。 

 本年度を通し良くなかった事や悔いの残る事は数多く上げることができます。目標に及ばず自分の力不足も痛いほど知らされま

したが、反省ばかりではなくその中でも良かった事や次へつなげることが出来る事も大事にしないといけないとも思わされました。 

 最後となりますが、候補者を紹介していただいた皆様、何もわからない自分を引っ張っていただいた神野祥史担当副理事長、悩

んで行き詰まった時に指導・助言をしていただいた伊藤勇祐理事、また経験豊富なメンバーの皆様、そして、自分のわがままをい

や顔もせず笑顔で支えてくれた森真太郎副委員長、多くの成長の機会を与えてくださった堤光彦理事長に心より感謝申し上げ委員

長所見とさせていただきます。一年間本当にありがとうございました。 


